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「みちびき」からの測位補正情報を用いた測位手法の開発及び測量作業への適用に
ついて
Development and availability of a new positioning technique using GPS augmentation
information from QZS-1 ’Michibiki’
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我が国独自の衛星測位システムである準天頂衛星システム（QZSS：Quasi-Zenith Satellite System）の初号機「みちび
き」が、平成 22年９月 11日に成功裡に打ち上げられ、各種初期機能確認試験等を経た後、同年 12月から関係機関によ
る技術実証実験が進められているところである。同システムは、３機の衛星のうち常に１つの衛星が日本の天頂付近で
可視となるよう配置され、GPS互換信号（L1C/A，L1C，L2C，L5）を送信することにより GPS衛星の幾何学的配置を
改善する「GPS補完」と、独自の補強信号（L1-SAIF、LEX）に載せて測位補正情報を配信することによりGPS等によ
る測位精度を向上させる「GPS補強」という２つの機能を持つ。
　国土地理院では、関係機関によって進められているQZSSに係る研究開発のうち、準天頂衛星の LEX信号を用いた

GPS補強技術の一つとして測量向けの測位補正技術の開発を担当している。２周波型GPS受信機に比べて安価な１周波
型 GPS受信機を用い、15分程度の観測で水平 cm級の測位を実現することを開発目標とし、平成 19年度までに基本シ
ステムの開発を行った。その後、開発したシステムを用い、平成 20、21年度には静止衛星を利用して配信された測位補
正情報を用いた模擬実験を実施し、精度評価を実施するとともにシステムの改良を行った。「みちびき」打ち上げ後の平
成 22年 12月からは、実機からの補正情報を用いた試験観測を実施し、測位精度について検証するとともに、実際の測
量作業で利用するための作業マニュアル（案）の作成を行った。
　本講演では、国土地理院が開発した測位手法と各種実証実験の結果及び作業マニュアル（案）の内容等について紹

介する。
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